
（別紙３）

～ 2026年　3月　14日

（対象者数） 16 （回答者数） 16

～ 2026年　3月　6日

（対象者数） 4 （回答者数）
4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・より詳細なアセスメントを取る事でニーズや課題に応じた

支援が行えるよう努める。

2

・放デイ単独の広報活動ができるとなおよい。

　　　　　　　　（保護者・児童向けのマニュアル等含む）

3

・記録を続け繰り返し取り組みつつ、新たなプログラムを導

入していきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・交流の場について必要性があるのか、保護者より情報収集

しながら検討していきたい。

2

・ペアレントトレーニングについて研修等で学んでいる状況になるが、どの

ように開催していくのか、保護者の希望があるのか等情報取集していく。

3

・委員会の中で適宜見直しを行い備蓄品の確保に努める。

・地域の訓練等に参加し連携を深める。

・保護者への周知方法等検討する。

○事業所名 放課後等デイサービス未来サポートそてつ

○保護者評価実施期間
2026年　2月　10日

○保護者評価有効回答数

2026年　2月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　16日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生

に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っている

か。

・策定は完了。火災避難訓練や津波災害を想定した地震避難

訓練等行い、備蓄品を確保しつつ、地域との連携を目指し災

害に強い事業所つくりに取り組んでいる。

・職員、児童含め避難等行なっているが、保護者への周知や

備蓄品等含め準備不足を感じている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する

等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をし

ているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等

の支援をしているか。

・保護者が必要としているのかがわからない。

・面談の時間を調整するだけで精いっぱいの様子が伺える。

・家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支

援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加

できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 

・保護者向けペアレント・トレーニングは行っていないが、情報共有

する際に対応方法などのアドバイスの機会を設けている。

・現状として保護者が必要としているのかが不明、参加者を募れるの

か不安がある。

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと

保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デ

イサービス計画を作成しているか。

・見学や体験時の行動観察を記録に残し、保護者面談にて

ニーズを聞き取る等、また、相談支援員からの計画案を基に

して支援計画書を作成している。

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用するこ

とにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこども

や保護者に対して発信しているか。

・法人より「広報誌そてつだより」が年4回発行されている。ブログ

内で活動内容の報告を行なっている。

・活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 ・複数の職員が様々な療育の視点から立案し活動を進めてい

る。活動終了後は振り返りを行い児童の反応や内容の改善点

等確認し記録に残している。また、児童の発達段階に合わせ

プログラムの内容を変化させることで、スモールステップを

作り出し、確実な達成に繋がるよう取り組んでいます。

事業所における自己評価総括表公表


